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▶私は無類の猫好きです。猫年に生まれたかった
ですし，猫の文字がつく名字に生まれたかったです
（この人生でただ一度，「猫本さん」にお会いした
ことがあり，心底うらやましく思いました）。▶猫つな
がりのご縁で，過日，猫をはじめとする伴侶動物を
対象にした学会のちょっとしたお手伝いをしました。
学会プログラムは多彩でした。獣医師，動物看護
師，市民向けのプログラムに分かれており，各科別
の最先端の診断と治療法はもとより，終末期ケア，
家族ケア，海外からの招聘講演など，医療者の
方々の熱い思いを感じる多くの演題が催されまし
た。▶猫関連の私の夢は，本誌の表紙を猫の写
真で飾ることです。愛猫を登場させてもよいという
読者の方が 12名（12か月分）いらっしゃいまし
たら実現してみたいです（結構本気です…私物
化？…笑）。� （小齋）

▶しばらく悩んでいたパソコンの買い替えですが，
ついに一大決心をして新調しました。全てを自作
で組み立てることも考えたのですが，大分お得に
なってきた受注加工組立（Build to Order：
BTO）で注文することにしました。このサービスは
新車注文に似ていて，予め設定されたモデルをカ
スタマイズして，組み立てとセットアップ（すぐ使える
状態の設定）までして配送してくれるものです。▶
カスタマイズの幅が広いことを利用して，今まで使っ
ていたパソコンで引き続き使用できるパーツは最
低限にし，浮かした予算を他に回すことで全体的
な性能を引き上げることができました。しかし，披露
宴のムービー作成という非常にニッチな用途しか思
い浮かばず，なんだかもったいない……。そこで一
念発起し，初学者向けの書籍を頼りにプログラミン
グの勉強を始めることにしました。形から入って三
日坊主にならないよう頑張りたいと思います。
� （宇津井）
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アカウントをお持ちの方は「看護管理」で検索し
ていただき，「いいね！」をお願いいたします。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◉twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いいたします。

facebookやってます！

特集

現場の変化を捉えた
「転倒・転落」予防
患者の高齢化・重症化に伴う新しいケア環境を考える
急性期病院においては在院日数の短縮化が加速し，重症患者に対してこれまで以上に短い在
院日数でキュアとケアを提供することになる。2025 年に向かって高齢患者も急増しており，ハイリ
スク患者のみが入院してくる状況と言っても過言ではなく，医療安全面での質保証がこれまで以
上に課題となっている。倫理面を担保しながら患者層の変化に応じた新たな看護ケア提供シス
テムを考える必要がある。� �
そこで，本特集では，こうした現場の変化を捉えた「転倒・転落」予防について考察する。JCI
認証や全個室化といったキーワードをもとに，各病院の新たなユニットマネジメントの実践事例も
紹介したい。
【座談会】いま，あらためて考える転倒・転落対策
患者の高齢化・重症化に伴う新しいケア環境を考える
◉筧淳夫／杉山良子／髙井今日子／阿久津靖子
地域医療支援病院における高齢患者への
身体拘束の実態と結果からの考察◉日向園惠
【実践報告】現場の変化から考察する新たな転倒・転落対策
JCI認証，全個室化などの環境変化を通じて◉勅使河原由江
【実践報告】先取り介入の推進による転倒・転落防止への効果◉小山内美智子
【実践報告】転倒予防への患者参加および職員教育を目的とした
転倒インシデントの分析◉圓見千代
【実践報告】外来部門での転倒事故を予防するための
プロジェクト部会活動◉中野由美子
【実践報告】がん終末期高齢者の転倒・転落の実態◉油野規代
巻頭
うちの師長会・主任会㊱（最終回）　尾道市立市民病院瀬戸田診療所
特別記事
イタリアのCRO国立がん研究所における継続教育センターの活動
ナラティブ教育プログラム◉グレッグ美鈴／脇坂豊美／林千冬
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